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那須烏山市庁舎整備基本構想（原案） 

パブリックコメント実施結果をお知らせします 
 

 那須烏山市庁舎整備基本構想の策定に当たって、広く市民等の意見を反映さ

せるため、パブリックコメントを実施しました。その結果の一部をお伝えしま

す。 

 

 

この件に対する問い合わせ先 

 総合政策課庁舎整備推進室 電話番号：0287-83-1112 FAX：0287-84-3788 

 〒321-0692 那須烏山市中央 1-1-1 

 Eメール：sohgohseisaku@city.nasukarasuyama.lg.jp 

 

◇募集期間    11月１日（金）から 12月１日（日）まで 

◇提出意見数  44件（うち基本構想（原案）に対し賛成４０件、反対２件、その他２件） 

◇主な意見 

【賛成】 

 ・JR 烏山駅周辺に新庁舎ができれば、庁舎機能だけでなく、コミュニティスペースやイベント

スペースとして、観光と連携した色々な活用が見込める。 

 ・JR烏山線の存続を考えるならば、JR烏山駅周辺に庁舎を整備することは理に適っている。

ぜひ JR 烏山駅近くに庁舎を整備し、そこを核とした新たなまちづくりを進め、市街地の活

気を取り戻してほしい。 

 ・南那須市街地、烏山市街地を生かしつつ、コンパクトなまちづくりをしていくことが合理的。

神長地区では、既存の市街地はどうなってしまうのか。まちづくりが混沌とし非合理的。 

 ・現庁舎は次に大きな地震があれば大変な被害を受けることが予測される。災害はいつ発生

するかも分からない。早く整備してほしい。 

 ・庁舎単体ではなく、今後、整備が必要となるその他公共施設（学校施設・生涯学習施設等）と

連携しやすい再編・再配置を検討する必要がある。 

【反対】 

 ・南那須庁舎と烏山庁舎それぞれを最低限の費用で改修又は新築するのが最善。土地取得の

必要がない現状維持の分庁方式を提案する。 

 ・JR烏山駅周辺では職員駐車場を含めた十分な敷地が確保できないのではないか。 

【その他】 

 ・デジタル化の推進による職員数削減や行政組織の見直しが必要。 

 ・庁舎整備に際しての事業手法（公設公営方式・公民連携方式）の考え方の整理が必要。 

※意見及び回答をまとめた一覧については、後日、市ホームページに掲載予定です。 


